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美
作
国
津
山
藩
の
目
明
と
幕
府
法
令　
　
　
　
　
　
　
　
　

綱
澤　
　

広
貴

は
じ
め
に

津
山
藩
に
お
け
る
目
明
に
関
し
て
は
、

『
津
山
市
史
』1

と
尾
島
治
氏2

に
よ
る
検
討
が

あ
る
。『
津
山
市
史
』
で
は
、
目
明
は
支
配

機
構
上
に
お
い
て
町
奉
行
所
支
配
で
同
心
組

の
下
に
位
置
す
る
こ
と
、
常
時
三
人
の
目
明

が
任
命
さ
れ
内
一
名
が
小
頭
で
あ
っ
た
こ

と
、
あ
く
ま
で
町
人
身
分
で
あ
っ
た
こ
と
、

文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
六
月
に
目
明
は

「
下
締
」
へ
と
改
称
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
明

ら
か
に
さ
れ
た
。
尾
島
氏
は
、
一
八
世
紀
の

目
明
を
分
析
し
、
目
明
の
職
務
内
容
を
次
の

【
表
１
】の
よ
う
に
整
理
し
た
。そ
の
う
え
で
、

下
吟
味
口
書
の
作
成
や
、
同
心
を
伴
わ
な
い

単
独
で
の
罪
人
の
追
跡
な
ど
、
一
定
の
権
限

の
存
在
や
目
明
が
同
心
の
業
務
そ
の
も
の
を

補
完
し
て
い
る
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ

【表 1】目明の職務一覧
罪人の護送時に同心に同行、あるいは単独で護送
犯罪者の捕縛
城下町の夜回り
不審者の取り調べ 
無宿人の追い払い
同心の取り調べに先行する簡易な取り調べと下吟味口書の作成
町方で治安に関する諸問題の調査・対応 
同心に同行、または単独で逃亡した犯罪者の追跡
内定調査、内糺
市中不穏なときの忍廻り

し
て
、
江
戸
の
目
明
が
同
心
に
私
的
に
雇
用
さ
れ
た
存
在
で
あ
る
の
に
対
し
、
津

山
藩
で
は
形
式
上
扶
持
を
受
け
て
お
り
、
江
戸
と
は
異
な
る
津
山
藩
独
自
の
目
明

の
在
り
方
を
明
ら
か
に
し
、
役
人
と
し
て
重
要
な
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し

た
。こ

う
し
た
成
果
を
踏
ま
え
、
未
だ
分
析
の
な
い
一
八
世
紀
後
半
以
降
の
動
向

を
中
心
に
目
明
を
分
析
し
、
支
配
機
構
で
の
位
置
づ
け
の
変
化
を
検
討
す
る
。
ま

た
、
目
明
か
ら
下
締
へ
の
改
称
の
経
緯
か
ら
、
幕
府
法
令
の
私
領
に
お
け
る
受
容

の
過
程
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。

一　

目
明
の
構
成
と
扶
持

ま
ず
は
じ
め
に
、
目
明
の
扶
持
や
人
数
、
構
成
な
ど
基
本
的
な
部
分
を
み
て

い
く
。
そ
の
多
く
は
、
尾
島
氏
に
よ
っ
て
既
に
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
改
め
て
確

認
す
る
。
扶
持
の
支
給
に
つ
い
て
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
二
月
の
事
例
か
ら
は
、

目
明
は
一
人
半
扶
持
で
召
し
抱
え
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る3

。
機
構
に
お
い
て
上

位
に
い
る
同
心
は
二
人
扶
持
で
、
加
え
て
五
石
ま
で
の
切
米
も
支
給
さ
れ
て
い
た

の
で
収
入
に
は
大
き
な
差
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
扶
持
の
支
給
方
法
に
つ
い
て
は
、

目
明
は
勘
定
奉
行
か
ら
直
接
受
け
取
る
の
で
は
な
く
、
町
役
人
で
あ
る
大
年
寄
か
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ら
米
で
は
な
く
銀
で
受
け
取
っ
た
。
勘
定
奉
行
は
町
奉
行
を
通
じ
て
、年
始
に「
内

貸
分
」
と
し
て
大
年
寄
へ
概
算
の
銀
を
渡
し
て
お
く
。
大
年
寄
は
目
明
の
扶
持
米

代
銀
を
米
相
場
と
勘
案
し
な
が
ら
目
明
に
毎
月
銀
で
支
払
う
。
大
年
寄
は
正
月
に

な
る
と
、
前
年
分
の
支
払
い
銀
合
計
の
受
取
書
を
町
奉
行
に
提
出
し
、
残
金
や
不

足
金
を
精
算
し
た4

。
こ
の
よ
う
に
、家
臣
や
同
心
と
は
異
な
る
方
法
が
と
ら
れ
た
。

目
明
の
人
数
に
つ
い
て
は
、文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
段
階
の
一
覧
が
【
表
２
】

の
通
り
で
あ
る
。
目
明
が
三
人
と
仮
目
明
・
助
目
明
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
目

明
の
な
か
に
は
目
明
頭
が
お
り
、
通
常
一
名
だ
が
、
こ
の
と
き
は
二
名
が
仰
せ
付

け
ら
れ
て
い
る5

。
目
明
が
町
奉
行
か
ら
直
接
仰
せ
付
け
ら
れ
る
の
に
対
し
、
仮

目
明
は
目
明
の
人
選
に
よ
っ
て
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
寛
政
八
年
三
月
の
史
料
に

は
「
一
、
目
明
仮
役
、
明
石
屋
庄
七
へ
昨
日
ゟ
申
付
候
段
、
又
六
申
出
候
」
と
あ

る6

。
仮
役
を
明
石
屋
庄
七
へ
昨
日
申
付
け
た
こ
と
に
つ
い
て
、
目
明
頭
の
又
六

が
町
奉
行
に
事
後
報
告
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
目
明
助
に
つ
い
て
は
、
詳
し

く
は
分
か
ら
な
い
が
、
寛
政
四
年
七
月
に
目
明
頭
の
又
六
が
「
被
下
な
し
」
で
目

明
助
を
申
付
け
町
奉
行
に
報
告
し
て
い
る
た
め7

、

扶
持
を
伴
わ
ず
仮
役
よ
り
も
下
位
に
置
か
れ
た
存

在
と
考
え
て
お
き
た
い
。寛
政
一
二
年
二
月
に
は
、

目
明
が
非
人
を
連
れ
て
更
廻
り
（
深
夜
の
巡
警
）

を
行
っ
て
き
た
が
、
近
年
は
「
静
謐
」
で
あ
る
た

め
更
廻
り
の
休
止
を
申
出
て
い
る
。
こ
の
申
出
は

許
可
さ
れ
、
同
時
に
仮
役
も
指
し
免
じ
と
な
っ
て

い
る8

。
仮
役
は
人
数
が
不
足
し
た
と
き
に
仰
せ

付
け
ら
れ
、
不
用
な
と
き
に
は
指
し
免
じ
と
な
る

不
安
定
な
存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
他
に

【表 2】文化 4 年　目明の構成
目明（頭）新魚町三巴初五郎
目明（頭）京町小文字屋太兵衛
目明 小姓町宗蔵
仮目明 桶屋町倉敷屋金吾
助目明 金蔵
助目明 戸川町勇治

〔出典〕「町奉行日記」文化 4 年（愛山文
庫 E6-1-37）より作成

も
以
前
仮
目
明
で
あ
っ
た
者
を
「
内
々
ハ
目
明
同
様
ニ
仕
候
者
」
と
し
て
使
役
し

て
い
る
事
例
も
確
認
で
き
、
目
明
の
周
囲
に
は
常
に
そ
の
職
務
を
支
え
る
補
助
的

な
役
割
を
担
う
存
在
が
お
り
、人
員
が
不
足
し
た
と
き
に
仮
目
明
に
任
命
さ
れ
た
。

た
だ
、
目
明
は
仮
目
明
か
ら
仰
せ
付
け
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
目
明
を
養
成
す
る

場
に
も
な
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

二　

機
能
の
拡
大
と
待
遇
の
改
善

管
見
の
限
り
、
一
八
世
紀
後
期
以
降
、
目
明
の
経
済
的
窮
乏
に
対
し
て
、
藩

側
が
具
体
的
対
応
を
取
る
よ
う
に
な
る
。【
史
料
１
】
は
更
廻
り
に
対
す
る
手
当

の
導
入
に
つ
い
て
の
史
料
で
あ
る
。

【
史
料
１9

】

一
、�

目
明
共
義
去
歳
ハ
盗
賊
沙
汰
ニ
付
度
々
詰
而
更
廻
り
申
付
甚
骨
折
候
得

共
、  

先
例
無
之
義
ハ
申
達
候
而
も
容
易
ニ
相
済
義
ニ
而
も
無
之
、
①
如

何
と
致
思
慮
候
内
古
き
書
類
取
調
候
処
長
右
衛
門
七
右
衛
門
更
廻
り
相

勤
候
ニ
付
弐
合
五
勺
つ
ゝ
夜
扶
持
遣
候
旨
有
之
、
右
長
右
衛
門
と
申
も

の
ハ
江
口
勘
太
夫
時
分
目
明
相
勤
数
年
之
勤
巧
ニ
寄
り
て
弐
人
扶
持
被

下
置
候
段
江
口
勘
太
夫
覚
書
ニ
も
有
之
、
相
違
も
無
之
趣
ニ
付
右
之
段

大
目
附
松
岡
治
部
助
へ
遂
対
談
候
処
申
立
可
然
旨
挨
拶
ニ
付
、
御
用
番

中
へ
右
之
段
相
伺
候
処
伺
之
通
取
計
候
様
早
速
被
仰
出
（
中
略
）

町
奉
行
は
、
目
明
が
更
廻
り
に
骨
を
折
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
傍
線
部

①
の
よ
う
に
先
例
を
調
査
し
手
当
を
付
け
る
根
拠
を
示
し
、
上
役
で
あ
る
御
用
番

を
納
得
さ
せ
た
。
具
体
的
に
は
、「
江
口
勘
太
夫
時
分
」
の
事
例
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
人
物
は
、元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
二
月
に
町
奉
行
に
就
任
し
て
い
る
。
よ
っ
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て
、
六
〇
年
ほ
ど
前
に
勤
功
が
あ
っ
た
目
明
長
右
衛
門
が
更
廻
り
を
勤
め
た
と
き

に
、二
合
五
勺
の
「
夜
扶
持
」
を
遣
わ
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
を
根
拠
と
し
た
。

町
奉
行
の
先
例
を
調
査
す
る
姿
勢
か
ら
は
、
目
明
の
更
廻
り
の
苦
労
に
対
し
て
何

ら
か
の
手
当
を
付
け
る
必
要
を
強
く
感
じ
て
い
た
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
。他

方
、
目
明
の
機
能
が
大
き
く
拡
大
す
る
の
は
、
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
か
ら
目
明
は
旅
籠
に
宿
泊
す
る
旅
人
一
人
に
つ
き「
頭
銭
」

を
三
銭
づ
つ
徴
収
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
た
。

　
【
史
料
２
】

一
、�

①
目
明
頭
兼
而
弐
人
扶
持
切
ニ
而
茂
勝
手
向
甚
難
渋
之
趣
内
々
相
聞
、

既
ニ
太
兵
衛
な
と
も
役
義
難
渋
之
趣
ニ
て
役
願
も
指
出
候
由
ニ
候
得

共
、
少
々
手
当
指
遣
不
申
候
而
者
、
役
願
指
留
か
た
く
候
ニ
付
、
色
々

相
考
候
而
役
手
之
も
の
江
も
申
談
候
処
、
②
壱
夜
泊
旅
人
頭
銭
三
銭
為

取
候
得
者
年
分
之
処
ニ
て
ハ
余
程
益
ニ
も
相
成
候
由
、
③
且
亦
旅
籠
屋

共
茂
近
来
風
義
悪
敷
風
来
も
の
連
日
指
置
候
様
之
義
有
之
旁
締
り
ニ
も

宜
候
間
、
〇〇
右
之
通
取
計
度
何
も
申
出
候
ニ
付

今
日
御
用
所
ニ
て
及
御
さ
た
候
処
、
考
通
ニ
可
然
旨
御
用

番
中
御
申
聞
ニ
付
、
追
々
取
調
右
之
通
可
申
付
候
事

こ
こ
で
は
、
頭
銭
の
導
入
に
至
る
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
傍
線
部
①
で
は

目
明
頭
か
ら
差
し
出
さ
れ
た
願
書
に
対
し
て
、
手
当
を
付
け
て
や
ら
な
け
れ
ば
願

い
を
差
し
止
め
ら
れ
な
い
と
町
奉
行
が
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
目
明
の
経
済
的
難

渋
の
主
張
の
妥
当
性
を
認
め
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
、
町
奉
行
は
支
配

の
役
人
と
も
相
談
の
う
え
で
、
傍
線
部
②
の
よ
う
に
目
明
へ
津
山
に
宿
泊
す
る
旅

人
に
対
し
て
頭
銭
三
銭
の
徴
収
権
を
与
え
た
。
そ
こ
に
は
「
余
程
益
ニ
も
」
な
る
、

と
あ
る
よ
う
に
目
明
へ
の
手
当
と
し
て
の
意
味
が
あ
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
傍

線
部
③
で
は
、
近
年
旅
籠
屋
の
風
儀
が
悪
い
た
め
、
そ
の
取
締
り
に
も
な
る
と
述

べ
て
い
る
。
頭
銭
の
徴
収
は
目
明
へ
の
手
当
と
旅
籠
屋
の
取
り
締
り
と
い
う
、
ま

さ
に
一
石
二
鳥
の
策
と
し
て
提
案
さ
れ
た
。こ
れ
は
御
用
番
へ
伺
い
が
立
て
ら
れ
、

実
際
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

頭
銭
に
つ
い
て
、
文
化
一
一
年
に
徴
収
さ
れ
た
も
の
の
一
覧
が
【
表
３
】
の

通
り
で
あ
る
。
各
月
の
頭
銭
に
加
え
、
万
人
講
開
催
に
よ
る
旅
人
の
来
津
分
が
徴

収
さ
れ
て
い
る
。
津
山
藩
に
お
け
る
万
人
講
は
富
籤
の
こ
と
で
あ
り
、
開
催
に
あ

た
っ
て
多
く
の
人
が
津
山
の
町
中
へ
宿
泊
し
た
。
万
人
講
は
時
期
に
よ
り
中
断
さ

れ
た
が
、
文
化
一
〇
年
（
一
八
一
三
）
に
復
活
し
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
ま

で
の
九
年
間
で
三
〇
七
回
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
は
平
均
年
三
・
四
回

は
開
催
さ
れ
、
文
化
一
一
年
が
特
別
多
い
わ
け
で
は
な
い10

。

頭
銭
の
報
告
は
目
明
頭
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
月
始
め
に
前
月
分
を
報

告
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
ま
と
め
て
二
ヶ
月
分
を
報
告
す
る
場
合
も
あ
っ

【表 3】文化 11 年頭銭徴収状況
月 旅人数 頭銭 出典
12 月 2152 6 貫 456 文 正月 3 日条
正月 1,019 3 貫 57 文 3 月 6 日条
2 月 2216 6 貫 640 文 3 月 6 日条
3 月 2592 7 貫 776 文 4 月 7 日条
4 月 2608 7 貫 824 文 6 月 1 日条
5 月 1482 4 貫 448 文 6 月 1 日条
6 月 1367 4 貫 101 文 8 月 5 日条
7 月 1498 4 貫 494 文 8 月 5 日条
8 月 1540 4 貫 620 文 9 月 4 日条
9 月 1305 3 貫 915 文 10 月 5 日条
万人講 1719 5 貫 160 文 11 月 1 日条
10 月 3520 10 貫 560 文 11 月 1 日条
万人講 5327 15 貫 981 文 11 月 21 日条
11 月 5315 15 貫 942 文 12 月 1 日条

〔出典〕「町奉行日記」文化 11 年 ( 愛山文庫
E6-1-45）より作成
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た
。
万
人
講
分
の
頭
銭
は
講
の
終
了
後
に
報
告
さ
れ
て
お
り
、
二
回
の
開
催
で
銭

二
〇
貫
文
以
上
と
、各
月
分
に
加
え
て
、目
明
に
と
っ
て
大
き
な
臨
時
収
入
と
な
っ

て
い
る
。
文
化
一
一
年
徴
収
分
を
合
計
す
る
と
、
一
〇
〇
貫
九
七
四
文
と
な
り
、

こ
れ
は
金
二
五
両
程
に
相
当
し
、
目
明
に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
収
入
源
と
な
っ

た
。
な
お
、
頭
銭
の
導
入
は
「
本
宿
屋
・
御
用
宿
・
旅
籠
屋
共
」
へ
も
通
達
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
は
「
一
夜
泊
之
旅
人
壱
人
分
頭
銭
三
銭
ツ
ヽ
宿
よ
り
請
取
候
様

目
明
頭
江
申
付
候
」
と
あ
る11

。
頭
銭
を
支
払
う
の
は
、
旅
人
で
は
な
く
あ
く
ま

で
宿
屋
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

目
明
を
め
ぐ
る
こ
う
し
た
動
向
の
背
景
に
は
、
美
作
国
に
お
け
る
治
安
悪
化

の
問
題
が
あ
る12

。
特
に
無
宿
人
や
盗
賊
を
藩
は
問
題
視
し
て
お
り
、
元
文
四
年

（
一
八
三
九
）
か
ら
文
化
一
一
年
ま
で
の
七
五
年
間
で
、
無
宿
人
や
盗
賊
の
取
り

締
ま
り
に
関
す
る
触
が
二
六
回
確
認
で
き
る13

。【
史
料
１
】
冒
頭
の
「
盗
賊
沙
汰

ニ
付
」
と
い
う
文
言
か
ら
も
、
そ
の
対
応
の
た
め
目
明
の
職
務
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
町
中
の
治
安
維
持
に
お
い
て
目
明
は
繁
務

と
な
り
、
手
当
の
支
給
を
含
む
か
た
ち
で
頭
銭
の
導
入
へ
と
至
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
と
き
の
目
明
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
う
え
で
、「
町
奉
行
日
記
」
文

化
三
年
一
二
月
一
日
の
記
述
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
、
目
明
頭
で
あ
っ
た
三

巴
初
五
郎
と
小
文
字
屋
太
兵
衛
は
「
博
奕
之
義
ニ
付
風
聞
不
宜
」
と
い
う
理
由
か

ら
「
退
役
も
可
申
哉
」
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、「
併
盗
賊
方

ニ
者
用
立
候
も
の
ニ
付
跡
役
も
無
之
」
と
い
う
理
由
か
ら
叱
り
の
み
の
処
分
と

な
っ
て
い
る
。
目
明
と
は
い
い
な
が
ら
も
、
盗
賊
の
問
題
が
顕
著
な
こ
の
時
期
に

お
い
て
は
容
易
に
は
罷
免
に
で
き
な
い
性
格
を
持
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

三　

下
締
へ
の
改
称

目
明
の
「
下
締
」
へ
の
改
称
に
つ
い
て
は
、「
町
奉
行
日
記
」
の
文
化
一
二
年

六
月
一
三
日
条
に
「
一
、
目
明
と
申
名
目　

公
邊
ニ
て
御
差
支
ニ
付
名
目
相
改
メ

候
様
江
戸
御
留
主
之
者
ゟ
申
来
候
由
ニ
て
大
目
付
田
中
簑
助
ゟ
相
達
シ
、
郡
代
申

合
セ
相
伺
候
趣
、
下
締
リ
と
相
改
メ
、
古（
小
）文
字
屋
太
兵
衛
義
是
迄
目
明
頭
と
唱
候

処
以
来
下
締
小
頭
と
唱
候
様
伺
済
ニ
付
、
其
段
大
目
付
ゟ
相
達
候
様
申
付
ル
」
と

あ
る
。
こ
れ
ま
で
下
締
へ
の
改
称
は
文
化
一
三
年
と
さ
れ
て
き
た
が14

、
一
二
年

が
正
し
い
。
下
締
へ
の
改
称
は
江
戸
留
守
居
か
ら
の
要
請
に
よ
る
も
の
で
、「
公

邊
ニ
て
御
差
支
」
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
改
称
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
次
の
【
史

料
３
】
に
詳
し
い
。

　
【
史
料
３15

】

七
下
締
役
之
儀
ニ
付
他
方
江
対
答
方
心
得

一
、�

下
締
役
与
申
者
、
元
来
目
明
与
唱
来
候
も
の
ニ
而
候
処
、
目
明
岡
引
等

召
仕
間
敷
旨
、
先
年
従　

公
儀
御
代
官
所
江
者
御
達
有
之
、
①
私
領
へ

者
御
達
無
之
候
得
共
、
同
様
之
儀
ニ
付
、
目
明
之
名
目
公
邊
差
仕
可
申

旨
、
文
化
十
一
戌
年
一
宮
市
町
ニ
而
生
野
支
配
所
年
信
村
良
助
逢
打
擲

候
一
件
ニ
付
、
江
戸
御
留
主
居
よ
り
申
来
、
③
則
目
明
之
名
目
下
締
与

相
改
候
事
、
尤
勤
向
之
儀
ハ
他
方
之
も
の
相
尋
候
節
者
、
扶
持
差
遣
召

抱
候
も
の
ニ
而
、
同
心
之
手
ニ
付
召
仕
候
も
の
之
旨
可
相
答
、
③
時
宜

ニ
寄
他
所
江
罷
出
候
節
者
帯
刀
差
免
候
儀
茂
可
有
之
旨
、
市
郷
申
合
相

伺
相
済
候
、
則
文
化
十
三
子
年
下
田
邑
村
ニ
而
宮
尾
村
喜
次
郎
一
件
立

会
之
節
茂
先
方
出
役
相
尋
右
之
通
相
答
、
其
外
当
御
預
所
懸
博
奕
盗
賊



103

第二部　公儀触等の伝達研究

一
件
等
ニ
而
町
方
下
締
小
文
字
屋
多
兵
衛
、
久
世
村
原
方
同
断
藤
左
衛

門
等引

合
吟
味
ニ
相
成
候
節
右
於
役
所

公
邊
江
右
之
書
上
ニ
相
成
居
候
事

【
史
料
３
】
は
天
保
七
年
三
月
に
郡
代
田
渕
守
助
と
そ
の
下
役
に
よ
っ
て
作
成

さ
れ
た
も
の
で
、「
召
捕
」
に
関
し
て
、
特
に
他
領
や
幕
府
と
の
関
わ
り
が
大
き

い
過
去
の
事
例
を
調
査
し
た
も
の
で
あ
る16

。
そ
の
な
か
で
改
称
の
背
景
に
は
、

傍
線
部
①
の
よ
う
に
一
宮
市
町
に
お
け
る
打
擲
一
件
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
一

件
は
、
文
化
一
一
年
五
月
四
日
に
発
生
し17

、
生
野
代
官
所
管
下
の
年
信
村
庄
屋

朱
助
が
津
山
藩
領
一
宮
村
で
の
芝
居
興
行
に
お
い
て
、
喧
嘩
と
な
り
疵
を
負
っ
た

事
件
で
あ
る
。
喧
嘩
の
相
手
が
分
か
ら
ず
内
済
が
難
航
し
、
五
月
一
〇
日
に
は
生

野
代
官
所
手
代
が
来
津
し
て
い
る18

。
当
初
、
目
明
頭
で
あ
る
小
文
字
屋
太
兵
衛

が
喧
嘩
の
相
手
方
と
さ
れ
た
こ
と
が19

、
下
締
へ
の
改
称
と
大
き
く
関
わ
る
こ
と

に
な
る
。
そ
の
後
、
朱
助
は
複
数
人
を
相
手
方
と
し
て
申
立
て
て
い
る20

。
内
済

は
生
野
方
と
津
山
方
・
津
山
町
方
と
三
名
の
噯
人
が
立
て
ら
れ21

、
す
す
め
ら
れ

た
が
破
談
と
な
り
、
太
兵
衛
ほ
か
関
係
者
は
熟
談
の
た
め
、
六
月
二
三
日
に
生
野

代
官
所
へ
と
出
立
し
て
い
る22

。
内
済
が
整
い
太
兵
衛
ら
が
生
野
表
よ
り
引
き
取

る
の
は
七
月
三
日
の
こ
と
で
あ
る23

。
こ
の
と
き
の
史
料
に
「
尤
江
戸
伺
ニ
相
成

候
由
」
と
あ
る
た
め
、
江
戸
で
留
守
居
が
こ
の
件
に
関
与
す
る
余
地
が
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
傍
線
部
①
で
、
幕
府
が
目
明
や
岡
引
の
禁
令
を

代
官
所
に
出
し
、
私
領
に
は
達
し
が
無
く
と
も
「
同
様
之
儀
」
と
述
べ
て
い
る
部

分
で
あ
る
。
私
領
役
人
の
幕
令
へ
の
認
識
が
良
く
表
れ
て
い
る
。

傍
線
部
②
で
、
改
称
に
加
え
、
他
領
の
者
へ
下
締
と
は
何
か
問
わ
れ
た
場
合

の
回
答
が
用
意
さ
れ
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。
藩
は
扶
持
を
受
け
て
召
し
抱
え
ら

れ
て
お
り
、
同
心
の
手
下
で
あ
る
、
と
い
う
回
答
を
用
意
し
た
。
こ
れ
は
特
殊
な

扶
持
米
支
給
の
あ
り
方
や
、
町
人
身
分
で
あ
る
と
い
う
点
に
は
言
及
せ
ず
、
と
は

い
え
事
実
の
部
分
の
み
に
よ
る
回
答
で
、
目
明
の
存
在
自
体
が
問
題
と
な
ら
な
い

た
め
の
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
改
称
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
江
戸
留
守
居
か
ら
の
意
見
書
に
つ
い
て

確
認
す
る
。
江
戸
留
守
居
の
こ
の
一
件
へ
の
関
与
に
つ
い
て
は
、「
江
戸
日
記
」

に
全
く
記
載
が
な
く
、
あ
く
ま
で
町
奉
行
と
郡
代
を
中
心
に
内
済
が
す
す
め
ら
れ

た
と
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
立
場
で
あ
っ
た
当
時
の
江
戸
留
守
居
河
内
卜
右
衛
門

は
次
の
よ
う
な
意
見
書
を
国
元
の
御
用
番
へ
提
出
し
て
い
る
。

【
史
料
４24

】

御
預
所
備
中
国
阿
賀
郡
宮
地
村
百
姓
善
右
衛
門
儀
、
同
郡
大
井
野
村
庄
屋
儀

右
衛
門
致
博
奕
居
候
を
差
押
候
一
件
引
合
之
内
、　

御
領
分
ニ
而
目
明
之
名

目
御
座
候
処
、
御
料
所
ニ
而
も
目
明
者
相
用
申
間
敷
旨
御
達
有
之
、
其
以
来

ハ
相
止
候
旨
留
役
中（

中

島

直

宰

）

嶋
平
四
郎
殿
被
申
聞
候
故
、
①
此
方
様
之
目
明
ハ
身
元

慥
成
者
ニ
而
少
々
御
扶
持
茂
被
下
候
而
有
之
旨
申
候
得
共
、
御
料
所
ニ
而
御

用
無
之
も
の
を
御
私
領
ニ
而
御
用
有
之
候
而
者
如
何
成
も
の
ニ
御
座
候
間
、

名
目
相
除
候
様
被
申
聞
、
目
明
と
申
名
目
相
除
候
旨
又
右
衛
門
申
聞
候
、
一

躰
去
年
中
一
ノ
宮
市
町
芝
居（
ニ
脱
カ
）

お
ゐ
て
打
擲
一
件
、
②
恩
田
新
八
郎
殿
支
配
之

者
引
合
之
節
茂
目
明
之
名
目
出
候
付
甚
心
配
仕
候
処
、
内
済
相
成
候
ニ
付
何

之
御
沙
汰
も
無
之
相
済
申
候
、
右
之
趣
ニ
付
以
来
ハ
目
明
之
名
目
を
同
心
下

役
江
御
改
御
座
候
様
仕
度
奉
存
候
、
御
預
所
中
引
合
之
節
者
如
何
様
共
取
扱

可
申
候
得
共
、他
領
引
合
ニ
相
成
候
而
者
甚
心
配
ニ
奉
存
候
故
此
段
申
上
候
、

以
上

　
　
　
　
　

五
月
廿
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
内
卜
右
衛
門

卜
右
衛
門
曰
く
、
津
山
藩
預
所
で
あ
る
備
中
国
阿
賀
郡
内
で
起
き
た
博
奕
差

し
押
さ
え
一
件
の
処
理
の
過
程
で
、
幕
府
よ
り
幕
領
に
お
け
る
目
明
禁
止
令
が
出
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さ
れ
た
。
そ
の
と
き
、
津
山
藩
の
目
明
は
「
身
元
慥
成
者
」
で
あ
る
と
説
明
し
た

上
で
、
評
定
所
留
役
で
あ
っ
た
中
島
直
宰25

へ
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
傍
線
部
①
の
通
り
、

幕
府
が
禁
止
し
た
も
の
を
私
領
で
用
い
続
け
る
こ
と
は
「
如
何
成
」
も
の
か
と
い

う
見
解
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
は
幕
府
役
人
側
に
、
幕
令
に
沿
う
か
た
ち
で
私
領
の

支
配
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
う

し
た
な
か
で
、
一
宮
喧
嘩
一
件
の
処
理
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
傍
線
部
②

の
よ
う
に
、
生
野
代
官
所
手
代
と
の
引
き
合
わ
せ
に
お
い
て
目
明
の
名
目
が
登
場

し
、
卜
右
衛
門
は
「
甚
心
配
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
事
件
の
処
理
は
無
事
に
済
ん

だ
が
、
以
後
は
目
明
の
名
目
を
「
同
心
下
役
」
と
改
め
た
い
と
、
願
い
出
て
い
る
。

卜
右
衛
門
は
文
化
九
年
一
一
月
一
日
に
御
預
所
御
用
係
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
て

い
る26

。
津
山
藩
が
幕
府
か
ら
初
め
て
預
所
を
与
え
ら
れ
た
の
は
同
年
九
月
一
五

日
で
あ
る27

の
で
、
受
け
取
り
直
後
に
御
用
を
任
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、

幕
領
に
目
明
禁
止
令
が
出
さ
れ
、
支
配
を
行
っ
て
い
く
う
え
で
目
明
の
名
称
を
重

要
な
課
題
と
し
て
認
識
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
背
景
が
あ
り
、
目

明
の
改
称
を
強
く
求
め
て
い
た
。
結
果
、
下
締
へ
の
改
称
が
行
わ
れ
た
。
下
締
は

郡
代
所
支
配
の
地
方
の
目
明
（
在
目
明
と
も
）
を
指
す
呼
称
で
あ
り
、
藩
は
既
に

聞
き
な
じ
み
の
あ
る
も
の
を
採
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
の
は
、
一
ノ
宮
喧

嘩
一
件
の
翌
年
五
月
二
八
日
で
あ
り
、
内
済
か
ら
一
〇
ヶ
月
近
く
期
間
が
空
い
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
推
測
す
る
。
津
山
藩
に
と
っ
て
、
こ
の
文

化
一
二
年
五
月
は
特
別
な
月
で
あ
る
。
四
月
五
日
に
藩
主
斉
孝
は
参
勤
の
た
め
江

戸
に
到
着
し
、
五
月
に
は
幕
府
に
対
し
て
将
軍
家
斉
の
子
の
養
子
願
い
を
提
出
し

て
い
る
。
こ
の
と
き
、
誰
を
候
補
と
し
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
後
に
こ
の
願

い
は
聞
き
届
け
ら
れ
、
文
化
一
四
年
九
月
一
八
日
に
将
軍
家
斉
の
子
銀
之
助
を
養

子
と
す
る
こ
と
が
通
達
さ
れ
て
い
る28

。
こ
れ
に
伴
い
、
津
山
藩
は
五
万
石
の
加

増
を
受
け
る
。
当
然
、
江
戸
留
守
居
で
あ
る
卜
右
衛
門
は
こ
の
養
子
願
い
の
存
在

も
熟
知
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
幕
府
と
の
関
係
が
特
に
重
要
な
時
期
に
、
問
題

と
な
る
芽
を
摘
も
う
と
す
る
意
図
が
存
在
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

四　

改
称
に
よ
る
変
化

ま
ず
、
確
認
す
る
の
は
目
明
の
身
分
上
の
変
化
で
あ
る
。【
史
料
３
】
傍
線
部

③
に
お
い
て
「
時
宜
ニ
寄
他
所
江
罷
出
候
節
者
帯
刀
差
免
候
儀
茂
可
有
之
旨
」
が

聞
き
済
み
に
な
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
旨
が
聞
き
済
み
に
な
っ
た
こ

と
が
分
か
る
の
は
文
化
一
四
年
六
月
一
八
日
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
下
締

へ
の
改
称
の
一
連
の
動
向
と
と
も
に
、「
他
邦
ニ
而
者
帯
刀
幷
苗
字
差
免
候
向
も

多
分
有
之
」
と
い
う
状
況
に
鑑
み
て
許
可
さ
れ
て
い
る29

。

ま
た
、
同
年
正
月
八
日
に
は
年
頭
の
儀
礼
に
お
け
る
麻
上
下
の
着
用
を
許
可
さ

れ
て
い
る30

。
町
奉
行
は
こ
の
旨
に
つ
い
て
は
目
明
よ
り「
是
迄
年
々
願
出
」が
あ
っ

た
と
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
目
明
が
退
役
す
れ
ば
町
人
と
な
り
麻
上
下
を
着

用
す
る
た
め
、
役
義
に
お
い
て
も
「
振
合
」
が
劣
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
着
用
の

許
可
を
上
役
に
伺
い
許
可
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
願
い
続
け
て

き
た
こ
と
が
改
称
を
契
機
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
、
許
可
さ
れ
て
い
る
。

他
方
、
新
た
な
職
務
の
増
加
が
見
ら
れ
る
。
改
称
が
申
渡
さ
れ
た
翌
月
、
目

明
は
長
屋
者
の
確
認
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
。【
史
料
５
】
は
そ
の
経
緯
を
示
す
も

の
で
あ
る
。

【
史
料
５31

】

　

文
化
十
二
亥
七
月
廿
八
日
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一
、�

御
家
中
長
屋
者
烏
散
之
者
多
有
申
候
付
、
以
来
下
締
共
受
状
奥
書
取

計
候
様
伺
済
、
左
之
通

　
　

�

①
御
家
中
長
屋
者
之
内
ニ
者
不
審
成
も
の
も
有
之
哉
ニ
も
相
聞
候
得
共
、

下
締
共
も
如
何
躰
之
者
罷
在
候
哉
、
多
く
之
事
故
面
躰
等
も
存
不
申
趣
ニ

相
聞
、
他
国
他
領
之
も
の
猥
ニ
差
置
候
而
者
不
締
之
義
ニ
付
、
②
以
来
者

長
屋
も
の
差
置
候
節
者
、
下
締
共
江
面
躰
等
為
及
見
候
上
、
故
障
無
之

旨
申
候
ハ
ヽ
、
御
定
之
通
受
人
取
之
差
置
候
様
相
成
候
得
者
、
締
り
付

可
申
哉
ニ
奉
存
候
△
、
是
迄
風
聞
不
宜
も
の
有
之
侯
而
も
、
聢
与
改
候

手
掛
無
御
座
候
而
者
召
捕
遂
吟
味
候
様
ニ
も
難
致
候
付
、
以
後
差
置
候

者
共
者
勿
論
、
当
時
罷
在
候
も
の
之
内
ニ
も
心
掛
り
之
義
有
之
候
ハ
ヽ
、

其
段
下
締
共
ゟ
内
々
主
人
江
申
出
候
ハ
ヽ
、
早
速
暇
出
し
引
渡
候
様
被
仰

付
候
ハ
ヽ
弁
理
宜
様
奉
存
候
、
右
之
趣
御
聞
済
ニ
も
相
成
候
上
者
、
一

応
御
家
中
江
御
達
御
座
候
様
仕
度
奉
存
候

　
　

下
ヶ
紙

　
　
　

△
下
締
共
請
合
候
ハ
ヽ
、
受
状
奥
書
為
取
計
申
度
奉
存
候

　
　

下
ヶ
紙

　
　
　

�

御
家
中
之
面
々
ゟ
不
相
渡
旨
強
而
申
候
節
者
、
差
支
等
も
難
計
奉
存

候
ニ
付
、
其
度
々
主
人
江
相
掛
合
置
、
下
締
差
遣
候
様
仕
度
奉
存

傍
線
部
①
よ
り
、
こ
の
背
景
に
不
審
な
者
が
長
屋
に
多
く
入
り
込
ん
で
お
り
、

長
屋
者
を
し
っ
か
り
と
把
握
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
、
前
述
し

た
藩
内
の
治
安
悪
化
の
問
題
と
密
接
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
長
屋
者

の
引
き
受
け
手
続
き
を
行
う
以
前
に
下
締
に
面
通
し
を
行
い
、
風
体
を
把
握
さ
せ

奥
書
に
よ
っ
て
保
証
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
後
半
部
分
で
は
、
こ
れ
は

犯
罪
捜
査
な
ど
に
お
い
て
も
便
利
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
下
締
へ
の
改
称

に
よ
っ
て
、
目
明
へ
の
注
目
が
集
ま
り
、
領
主
支
配
の
な
か
で
よ
り
多
く
の
機
能

を
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

お
わ
り
に

以
上
の
内
容
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
い
。
津
山
藩
に
お
け
る
目
明
は
こ
れ
ま
で

江
戸
の
目
明
と
は
異
な
る
役
人
と
し
て
性
格
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
一
八
世
紀
後

半
は
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
手
当
の
追
加
や
頭
銭
の
徴
収
権
付
与
、
長
屋
者

の
引
受
け
手
続
き
に
お
け
る
奥
書
な
ど
、
収
入
の
増
加
に
加
え
新
た
な
機
能
が
追

加
さ
れ
て
い
っ
た
。
下
締
へ
の
改
称
を
契
機
に
、
身
分
的
な
特
権
を
も
得
る
こ
と

に
な
り
、
領
内
に
お
け
る
目
明
の
位
置
付
け
は
変
化
し
た
と
い
え
る
。
こ
う
し
た

動
向
に
つ
い
て
は
、
津
山
藩
独
自
の
変
化
で
は
な
く
、
一
定
程
度
普
遍
的
に
捉
え

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
背
景
に
あ
る
治
安
の
悪
化
は
、
こ
の
時
期
の

全
国
的
課
題
で
あ
り
、
特
に
津
山
藩
領
の
よ
う
に
山
あ
い
に
位
置
し
、
所
領
の
錯

綜
が
顕
著
な
地
域
に
お
い
て
は
、
そ
の
対
応
策
と
し
て
目
明
の
活
用
が
ひ
と
つ
の

選
択
肢
に
な
り
え
よ
う
。

こ
う
し
た
変
化
の
過
程
に
お
い
て
、
下
締
へ
の
改
称
は
重
要
で
あ
っ
た
。
こ

の
動
き
は
、
頻
繁
に
他
領
と
引
合
を
行
う
地
方
の
役
人
で
は
な
く
、
江
戸
留
守
居

の
意
見
書
に
端
を
発
し
て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
私
領
を
対
象

と
し
な
い
幕
令
を
大
名
が
自
発
的
に
受
容
す
る
側
面
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
特
に

近
世
後
期
に
は
領
内
支
配
へ
の
幕
府
権
威
の
利
用
と
い
う
点
で
積
極
的
受
容
が
な

さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る32

。
そ
も
そ
も
、
幕
府
領
に
お
け
る
目
明
の
禁
止
令
は
少

な
く
と
も
寛
政
元
年
四
月
に
も
確
認
で
き
る33

。
よ
っ
て
、
そ
れ
以
降
も
地
方
の
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【
註
】

1�

『
津
山
市
史　

第
四
巻
近
世
Ⅱ
―
松
平
藩
時
代
―
』（
津
山
市
、
一
九
九
五
年
）
四
七
頁
。

2�

尾
島
治
「
津
山
城
下
町
の
目
明
～
『
津
山
松
平
藩
町
奉
行
日
記
』
か
ら
～
」（『
博
物
館
だ
よ
り　

津
博
№
七
〇
』（
津
山
郷
土
博
物
館
、
二
〇
一
一
年
）。

3�

「
町
奉
行
日
記
」
宝
暦
四
年
二
月
四
日
条
（
愛
山
文
庫
Ｅ
六

―
一
―

一
、
津
山
郷
土
博
物
館
蔵
（
以

下
、
愛
山
文
庫
の
所
蔵
先
は
省
略
）。

4�

前
掲
、
尾
島
論
文
（
二
〇
一
一
年
）。

5�

そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
賭
博
や
喧
嘩
一
件
な
ど
で
度
々
問
題
と
な
っ
て
い
た
三
巴
初

五
郎
を
召
し
抱
え
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
は
別
稿
に
て
検
討
し
た
い
。

６�

「
町
奉
行
日
記
」
寛
政
八
年
三
月
三
日
条
（
愛
山
文
庫
E
六
―
一
―
二
九
）。

７
「
町
奉
行
日
記
」
寛
政
八
年
三
月
三
日
条
（
愛
山
文
庫
E
六
―
一
―
二
三
）。

８
「
町
奉
行
日
記
」
寛
政
一
二
年
二
月
一
三
日
条
（
愛
山
文
庫
Ｅ
六
―

一
―

三
〇
）。

９
「
町
奉
行
日
記
」
寛
政
一
二
年
二
月
三
日
条
（
愛
山
文
庫
Ｅ
六

―
一
―

三
〇
）。

10 『
津
山
郷
土
博
物
館
特
別
展
図
録
第
十
三
冊　

富
く
じ
と
津
山
万
人
講
』（
一
九
九
九
年
）。

11�

「
御
家
御
定
書　

中
」（
愛
山
文
庫
Ｈ

一
―

四
）
の
う
ち
「
廿
五　

宿
屋
止
宿
之
旅
人
、目
明
頭
夕
々

役
人
は
目
明
の
名
称
を
使
用
し
て
お
り
、
他
所
引
合
の
場
面
に
お
い
て
大
き
な
問

題
は
起
き
て
い
な
い
。
本
事
例
に
お
い
て
は
、
幕
府
権
威
の
利
用
で
も
な
く
、
運

用
面
で
の
不
均
衡
の
是
正
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
江
戸
表
に
お
け
る
役
人
の
関
係

や
問
題
意
識
が
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
大
名
領
の
支
配
権

が
保
障
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
幕
府
役
人
に
は
、
私
領
も
幕
令
に
準
じ
る
べ
き
で

あ
る
と
い
う
意
識
が
存
在
し
た
。
幕
令
の
受
容
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し

た
役
人
個
人
の
問
題
意
識
や
藩
が
置
か
れ
た
立
場
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
。

（
津
山
郷
土
博
物
館
学
芸
員
）

相
改
、
頭
銭
為
差
出
候
事
」。

12�

一
八
世
紀
の
治
安
悪
化
に
つ
い
て
は
、『
津
山
市
史　

第
四
巻
近
世
Ⅱ
―
松
平
藩
時
代
―
』（
津
山
市
、

一
九
九
五
年
）
の
う
ち
、
二
七
五
～
二
七
八
頁
「
無
宿
者
の
取
り
締
ま
り
」
に
詳
し
い
。

13�

「
郷
中
御
条
目　

二
」
の
う
ち
「
一
、
盗
賊
放
火
殺
害
之
も
の
ハ
罪
科
ニ
可
行
事
」（
愛
山
文
庫
Ａ

一

二
一
、『
岡
山
県
史　

第
二
十
五
巻
津
山
藩
文
書
』
に
収
録
）。

14
『
津
山
市
史　

第
四
巻
近
世
Ⅱ
―
松
平
藩
時
代
―
』（
津
山
市
、
一
九
九
五
年
）
四
七
頁
。

15 「
自
他
召
捕
者
心
得
書
」（「
愛
山
文
庫
」
Ａ
一
―
三
二
）。

16�

史
料
中
の「
凡
例
」に
よ
れ
ば
、本
書
は
書
抜
き
で
、見
分
け
や
す
く
取
り
縮
め
た
も
の
で
あ
る
た
め
、

分
か
り
難
い
と
き
は
次
の
史
料
を
確
認
す
べ
し
、
と
あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
に
町
奉
行
の
職
務
手
引

き
で
あ
る
「
御
家
御
定
書
」
が
あ
り
、
そ
の
中
巻
に
は
目
明
か
ら
下
締
へ
の
改
称
に
関
す
る
史
料

が
含
ま
れ
て
い
る
（「
御
家
御
定
書　

中
」
の
う
ち
「
九
十
四　

下
締
共
旅
御
用
之
節
帯
刀
之
事
」、

愛
山
文
庫
Ｈ

一

―
四
）。

17
「
町
奉
行
日
記
」
文
化
一
一
年
五
月
四
日
条
（
愛
山
文
庫
Ｅ
六
―

一
―

四
五
）。

18
「
町
奉
行
日
記
」
文
化
一
一
年
五
月
一
〇
日
条
（
愛
山
文
庫
Ｅ
六
―

一
―

四
五
）。

19
「
町
奉
行
日
記
」
文
化
一
一
年
五
月
八
日
条
（
愛
山
文
庫
Ｅ
六
―

一
―

四
五
）。

20
「
町
奉
行
日
記
」
文
化
一
一
年
五
月
十
日
条
（
愛
山
文
庫
Ｅ
六

―
一
―

四
五
）。

21
「
町
奉
行
日
記
」
文
化
一
一
年
五
月
一
一
日
条
（
愛
山
文
庫
Ｅ
六

―
一
―

四
五
）。

22
「
町
奉
行
日
記
」
文
化
一
一
年
六
月
二
三
日
条
（
愛
山
文
庫
Ｅ
六
―

一
―

四
五
）。

23
「
町
奉
行
日
記
」
文
化
一
一
年
七
月
三
日
条
（
愛
山
文
庫
Ｅ
六

―
一
―

四
五
）。

24
「
江
戸
日
記
」
文
化
一
二
年
五
月
二
八
日
条
（
愛
山
文
庫
Ｅ
二

―
一
―

二
二
七
）。

25�
中
島
直
宰
は
通
称
平
四
郎
。
文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）
に
評
定
所
留
役
よ
り
勘
定
組
頭
御

殿
詰
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（『
徳
川
幕
府
全
代
官
人
名
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、

二
〇
一
五
年
、
三
三
四
頁
）。

26�

「
勤
書　

古
参
御
取
立　

上
」（
愛
山
文
庫
D
三
―
一
―
一
一
）、
そ
の
後
文
化
一
〇
年
一
二
月
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一
八
日
に
御
預
所
御
用
係
を
出
精
の
勤
め
に
よ
り
晒
上
下
を
拝
領
し
て
い
る
。

27
尾
島
治
「
津
山
藩
の
預
地
」（『
博
物
館
だ
よ
り
№
二
十
四
』、
津
山
郷
土
博
物
館
、
一
九
九
九
年
）。

28�

『
津
山
市
史　

第
四
巻
近
世
Ⅱ
―
松
平
藩
時
代
―
』（
津
山
市
、
一
九
九
五
年
）
三
〇
三
頁
。
ま
た

文
化
一
二
年
五
月
二
五
日
に
は
藩
主
斉
孝
の
「
御
側
ニ
被
差
置
度
思
召
」
に
よ
り
、
天
明
七
年
以

降
写
し
が
と
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
江
戸
置
き
の
家
譜
が
再
整
理
さ
れ
て
い
る
（「
江
戸
日
記
」
文
化

一
二
年
五
月
二
五
日　

愛
山
文
庫
E
―
二
―
一
―
二
二
七
）。

29�

「
御
家
御
定
書　

中
」
の
う
ち
「
九
十
四　

下
締
共
旅
御
用
之
節
帯
刀
之
事
」（
愛
山
文
庫
Ｈ

一
―



四
）、『
岡
山
県
史　

第
二
十
五
巻
津
山
藩
文
書
』
に
収
録
）。

30� 

「
御
家
御
定
書　

中
」
の
う
ち
「
八
十
弐
、
御
家
中
長
屋
者
請
状
下
締
奥
書
之
事
」（
愛
山
文
庫
Ｈ

一
―
四
、
津
山
郷
土
博
物
館
蔵
、『
岡
山
県
史　

第
二
十
五
巻
津
山
藩
文
書
』
に
収
録
）。

31�

「
御
家
御
定
書　

中
」
の
う
ち
「
九
十
二　

下
締
年
頭
面
謁
之
節
、
麻
上
下
着
用
之
事
」（
愛
山
文

庫
Ｈ

一
―

四
、『
岡
山
県
史　

第
二
十
五
巻
津
山
藩
文
書
』
に
収
録
）。

32�

服
藤
弘
司
『
幕
府
法
と
藩
法
』
六
三
頁
、
第
一
章
の
う
ち
「
藩
法
の
幕
府
法
化
」（
創
文
社
、

一
九
八
〇
年
）。

33
『
御
触
書
天
保
集
成
』
六
四
九
一
。



表紙の解説
1 2 3 4

5 6

7 8

（裏） （表）

9

1　触留が多数展示されていた 2023 年「第 49 回愛知県公文書館企画展　新・収蔵資料展　～古文書にみる尾張の町と三河

の村～」の展示風景　山田洋一撮影

2　奈良町の町家をイメージした奈良市史料保存館の外観　山田洋一撮影

3　道標「古文書館通り」と川下りの船（船頭さんが「ここ ( 建物 ) は柳川の古文書館」と説明されていた）　山田洋一撮影

4　柳川古文書館の外観　山田洋一撮影

5　仙台伊達家領大肝入（大庄屋）吉田家文書の天保13年（1842）「定留」(御用留)の表紙（2011年東日本大震災の大津波で被災、

その後修復）　陸前高田市教育委員会提供　＊別表No.16、コラム１参照

6　地元の実業家が古物商から買い戻し大正10年（1921）に当時の小松町に寄贈された天保13年 7～ 12月「小松藩会所日記」

の表紙　西条市立図書館小松温芳図書館郷土資料室提供　＊別表No.106 参照

7　戦時中に大阪府立中之島図書館に保管を委託され、大阪大空襲から逃れた天保 13年「御触書承知印形帳」（菊屋町文書）

の表紙　山田洋一撮影　＊別表No.80 参照

8　維新期に散逸した加賀前田家治政資料の書写による収集事業で作成され、のちに寄贈された天保 12～ 14年「郡方御触留

帳」（金沢市立玉川図書館近世史料館所蔵加越能文庫）の表紙　山田洋一撮影　＊別表No.56 参照

9　高田城跡（上越市）に再建された高田城三重櫓　山田洋一撮影
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